【管理票の記入例】
　記入方法の詳細については、厚生労働省健康局難病対策課が発行した「特定医療費に係る自己負担上限額管理票等の記載方法について（指定医療機関用）」を参照すること。

	令和〇○年〇月　自己負担上限月額管理票


	
	日 付
	指定医療機関名
	医　 療　 費
介護サービス費
総額（10割）
	自己負担額
	自己負担額
累　積　額
（月　額）
	
	

	
	○月１０日
	Ａ病院
	28,500
	5,700
	5,700
	
	

	
	○月１０日
	Ｂ薬局
	11,250
	2,250
	7,950
	
	

	
	○月１５日
	Ｃ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
	15,000
	2,050
	10,000 
	
	

	
	○月２５日
	Ａ病院
	28,500
	0
	
	
	

	
	○月２６日
	Ｂ薬局
	8,250
	0
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	上記のとおり自己負担上限月額に達しました。
	

	
	日 付
	指定医療機関名
	
	
	

	
	○月１５日
	Ｃ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
	
	
	

	
	
	



【他制度（心身障害者医療等）を併用している場合の記入例】

	令和〇○年〇月　自己負担上限月額管理票



	
	日 付
	指定医療機関名
	医　 療　 費
介護サービス費
総額（10割）
	
自己負担額
	自己負担額
累　積　額
（月　額）
	
	

	
	○月１０日
	Ａ病院
	28,500
	5,700
（心身障害者医療
利用で０円）
	5,700
	
	

	
	○月１０日
	Ｂ薬局
	11,250
	2,250
（心身障害者医療
利用で０円）
	7,950
	
	

	
	○月１５日
	Ｃ病院
	15,000
	2,050
（心身障害者医療
利用で０円）
	10,000 
	
	

	
	○月２５日
	Ｄ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
	28,500
	0
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	



　・原則として管理票への記載は受診した日（調剤した日）等に行うが、訪問看護サービス等において、
　　利用した日の翌月に１カ月分の利用料を請求する場合には、当該利用料の額を利用した月の管理票の
　　最後に記載する。その時点で自己負担上限月額に達している場合は、自己負担額は徴収しない。
　・患者から徴収した額に１０円未満の端数がある場合には、四捨五入した額を記載する。
　・病院における診療（処方箋発行）が月末で、院外薬局にてその処方箋に基づく調剤を翌月に受けた場
　　合、それぞれ診療・調剤を受けた月のページに記載する。診療時点で自己負担上限月額に達していて
　　も、月を跨いで調剤を受けた場合、調剤の分は新たな月となり自己負担上限月額が発生する。

この欄の合計額が、軽症高額該当基準の場合は33,330円、高額かつ長期の場合は50,000円を超えることが条件となる。





2割負担なら3,000円となるが、2,050円で自己負担上限月額（10,000円に達するため、2,050円を徴収し、以降はその月の患者の自己負担はなし。





他制度を併用して実際の窓口負担が０円である場合も難病制度上で発生する自己負担額を記載し、カッコ書きで他制度を利用した旨わかるように記載する。
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